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「
治
安
戦
」
研
究
の
進
展
の
た
め
に	

笠
原
十
九
司

―
類
型
化
の
試
み

―

　
「
治
安
戦
」
の
研
究
は
、
日
本
の
軍
事
史
研
究
の
中
で
は
ま
だ
ま
だ
遅
れ
た
分
野
で
あ
り
、
本
誌
が
「
治
安
戦

と
反
乱
の
諸
相
」
の
特
集
号
を
組
ん
だ
こ
と
は
、
画
期
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

　

筆
者
は
「
治
安
戦
の
思
想
と
技
術
」（『
岩
波
講
座
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
5　

戦
場
の
諸
相
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）

に
お
い
て
、「
治
安
戦
と
は
、
占
領
地
、
植
民
地
の
統
治
の
安
定
確
保
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
、
作
戦
、
戦
闘
、
施

策
な
ど
の
総
称
で
あ
る
」（
二
一
五
頁
）
と
規
定
し
、
日
中
戦
争
に
お
け
る
「
治
安
戦
」
の
実
態
を
『
シ
リ
ー
ズ　
日
本

の
経
験
を
問
う　

日
本
軍
の
治
安
戦
―
日
中
戦
争
の
実
相
―
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）に
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。

　

現
在
は
、
近
代
日
本
の
戦
争
史
に
お
け
る
「
治
安
戦
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
類
型
化
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

実
態
と
思
想
、
技
術
さ
ら
に
結
果
を
踏
ま
え
た
歴
史
的
意
味
の
究
明
な
ど
、
理
論
化
を
ふ
く
め
た
研
究
を
進
展
さ

せ
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

　

Ａ【
日
本
の
植
民
地
直
接
統
治
の
た
め
の
治
安
戦
】　

①
台
湾
植
民
地
統
治
の
た
め
の
治
安
戦
。
作
戦
軍
は
日
本

の
軍
隊
・
憲
兵
・
警
察
、
作
戦
対
象
は
抗
日
ゲ
リ
ラ
と
抗
日
的
民
衆
。
②
朝
鮮
植
民
地
統
治
の
た
め
の
治
安
戦
。

作
戦
軍
は
日
本
軍（
朝
鮮
駐
箚
軍
・
朝
鮮
駐
箚
憲
兵
隊
）、
作
戦
対
象
は
朝
鮮
抗
日
義
兵
。

　

Ｂ【
日
本
の
傀
儡
国
家（
政
権
）樹
立
・
強
化
の
た
め
の
治
安
戦
】　

①
「
満
州
国
」
の
樹
立
と
統
治
の
強
化
、
安

定
の
た
め
の
治
安
戦
。
作
戦
軍
は
当
初
関
東
軍
（
日
本
軍
）、
後
に
傀
儡
軍
で
あ
る
「
満
州
国
軍
」
に
肩
代
わ
り
さ

せ
る
制
度
へ
の
移
行
を
試
み
る
。
作
戦
対
象
は
反
満
抗
日
ゲ
リ
ラ
。
②
日
中
戦
争
時
の
華
北
の
占
領
統
治
維
持
の

た
め
の
治
安
戦
。
作
戦
軍
は
北
支
那
方
面
軍
（
日
本
軍
）、
北
支
那
駐
屯
憲
兵
隊
、
後
に
「
中
華
民
国
臨
時
政
府
」

つ
い
で
「
華
北
政
務
委
員
会
」（
傀
儡
政
権
）
の
保
衛
団
の
兵
士
に
も
分
担
さ
せ
る
。
作
戦
対
象
は
八
路
軍
と
抗
日

ゲ
リ
ラ
、
抗
日
的
民
衆
。
③
汪
兆
銘（
汪
精
衛
）政
権
の
樹
立（
一
九
四
〇
年
三
月
）と
統
治
の
強
化
、
安
定
の
た
め
の

治
安
戦（
清
郷
工
作
と
称
し
た
）。
作
戦
軍
は
傀
儡
軍
が
中
心
と
な
り
、
日
本
軍
は
顧
問
な
ど
指
導
的
立
場
で
参
加
し

た
。
作
戦
対
象
は
新
四
軍
と
抗
日
ゲ
リ
ラ
。
④
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
軍
事
占
領
し
た
地
域
に
お
け
る
軍

政
・
占
領
統
治
維
持
の
た
め
の
治
安
戦
。
作
戦
軍
は
日
本
軍
、
傀
儡
政
権
を
樹
立
し
た
地
域
で
は
傀
儡
軍
も
動
員
、

作
戦
対
象
は
抗
日
ゲ
リ
ラ
。

　

Ａ
と
Ｂ
の
相
違
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
画
期
と
し
て
、
世
界
的
に
民
族
解
放
勢
力
が
増
大
し
、
い
っ
ぽ
う
で
、

帝
国
主
義
列
強
間
に
お
い
て
も
、
中
国
の
主
権
、
独
立
の
尊
重
、
領
土
保
全
、
門
戸
開
放
、
機
会
均
等
の
原
則
を

定
め
た
九
ヵ
国
条
約（
一
九
二
二
年
二
月
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
に
お
い
て
締
結
）
の
よ
う
に
、
一
国
が
直
接
植
民
地
統
治
を

す
る
こ
と
を
認
め
な
い
時
代
に
変
化
し
た
た
め
、
日
本
は
傀
儡
国
家（
政
権
）
を
通
し
て
統
治
す
る
と
い
う
体
裁
を

取
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。	
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）


